
札幌らしい特色ある学校教育 
雪国札幌を考える【雪】 

札幌市立二条小学校 【雪】キャラクター「ゆっぽろ」 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施期間【１／２７～３／５】 

 

 

ゆっぽろシート 

 

 

「さっぽろっ子雪ウイーク」における取組 

 

 

 

 

 

 

 

ねらい 

取組内容 

成果 

次年度の取組に向けて 

・札幌の特色である雪に親しみ、雪と関わる楽しさを実感する。 

・雪上での活動を通して、冬期における体力づくりを推進する。 

・寒さの中でも進んで外に出て活動する児童が増え、冬季の運動機会の充実につながった。 

・雪を運ぶ、踏み固めるなどの活動を通して、自然に体力向上を図ることができた。 

・友達と声を掛け合いながら活動する姿が多く見られ、学級の一体感が高まった。 

・雪に対する前向きな意識が育ち、「冬も体を動かすことが楽しい」という実感が広がった。 

・活動内容を更に工夫し、運動量を確保できるプログラムを計画する。 

 

・地域や保護者にも広く参加・鑑賞してもらえる行事として、引き続き学校と地域が連携した取組と

して位置付けていく。 

 

・全校行事「二条の雪あかり」としてスノーキャンドルづくりを実施

した。校舎周辺に並んだキャンドルに灯りがともると、幻想的な雰

囲気が広がり、多くの児童や保護者、地域の方々が見学に訪れた。

児童は自分たちの作品を家族や地域の方と一緒に鑑賞しながら、冬

ならではの美しさや友達と協力してキャンドルを作った達成感を味

わうことができた。 

 

・図画工作科や生活科の学習と関連させ、雪を使った造形活動や雪遊

びを行った。児童は、雪を集めたり、固めたりしながら形を整え、

スノーキャンドルや雪の作品づくりを楽しんだ。雪の感触や性質を

確かめながら工夫して形を作る姿や、友達と協力して活動する姿が

多く見られ、冬ならではの素材を生かした学習活動となった。 

 

・休み時間にも雪遊びや雪上運動に取り組めるよう呼びかけ、外遊び

の機会を広げた。 


